
〈デ);j.(ナ
(毎月1・3・13・23日定期発行)

本
書
は
財
団
法
人
社
会
経
済

生
産
性
本
部
が
昨
年
七
月
に
公

表
し
た
教
育
改
革
に
関
す
る
報

告
書
「
選
択
・
責
任
・
連
帯
の

教
育
改
革
T

|学
校
の
機
能
回

復
を
め
ざ
し
て
|
|
」
の
全
文

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
報
告
書
は
、
岡
本
部
の

社
会
政
策
特
別
委
員
会
(
堤
清

三
委
員
長
)
が
、
平
成
九
年
か

ら
三
年
に
わ
た
っ
て
進
め
て
き

た
検
討
作
業
の
集
大
成
と
い
っ

に
、
教
育
改
革
の
目
標
を
見
い

だ
し
て
い
る
。

そ
れ
は
従
来
の
教
育
改
革

が
、
だ
れ
が
教
育
の
主
体
に
な

る
の
か
、
は
っ
き
り
し
な
か
っ

た
か
ら
だ
。
教
育
改
革
の
主
体

は
教
育
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
ず

子
供
と
親
と
い
う
こ
と
に
な

る。
教
育
の
主
体
で
あ
る
子
供
と

親
が
自
分
の
自
由
な
判
断
で
、

ど
の
よ
う
な
教
育
を
受
げ
る
か

聞

本
体
価
格
一
、

学新

学
校
の
機
能
回
復
を
め
ざ
し
て

ピ

て
い
い
。
編
者
は
「
日
本
の
教
育
か
ら
、

一
人
ひ
と
り
の
個
性
あ
る
人
聞

を
救
い
出
す
こ
と
。
そ
し
て
、

め
い
め
い
が
生
き
る
希
望
と
目

標
を
も
っ
て
学
校
で
過
ご
せ
る

よ
う
に
、
制
度
を
改
め
る
こ
と
」

を
「
選
択
」
し
、
選
択
の
結
果

に
「
責
任
」
を
持
つ
。
教
師
は

こ
の
「
選
択
」
に
応
え
て
、
プ

ロ
の
教
育
者
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
。
親
・
子
供
・
教
師
た

ち
の
自
主
性
を
最
大
限
に
尊
重

す
る
。
こ
の
学
校
を
核
と
す
る

「
連
帯
」
を
築
き
上
げ
る
こ
と

の
必
要
性
を
本
書
は
述
べ
て
い

る。
(
勤
草
書
房

八
O
O円
)
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六0年代の終わり、寺山修習書j:義鎗て
よ.衡に出ょう』と叫んだとき、皮肉.l~も日本

の若者は、あべこべに、個室l三河万hfて
いた。ラジオの深夜番組b 公34式も、ブシヵ
セ也、コンビニも、ファミコンも箆}きこもり

も、携帯も、インターネットも、 へぬ¥のあ
1旬、場

と始まった。 ~w，~ ず

郊外には規格どおりの住宅が直也ならび、

リビングのとなりはダイニンぞ好 ルミクツ

シにカーペットと、ドアを開けなくて・・れ

ている。それなら人生は、始めもき尊重溺ら先

が見えていよう。

こうした無重力の空虚のな

るJ退屈なJ若者たちは、個
してゆく。彼らのイメージす

可戦~

衝で、彼らがすれちがう場所のこと，日

としたファッション小物か、

ランド品を身につけて。

は、家を出た。いまの若者は

家のないホームレスを、彼ら

路上にいつづける必要のない彼甑駒パフォ

ーマンスは、素人芸である。毎日iI瞳葉艶鶴tー

ド・スクヱアと比べてみるとよく静紗る。ポ
Fæ.i喝梗時t~ 極財端 、:1'l

ストンでも綬光客の多いこの堕繕事司ト織を

下さい」という物乞いにまじってよ努たらとう

まい中南米音楽のバンド、ビ襲、群 腕曹人、

ロックシンガー、黒人のバンミ議r-;'fIi~た
だ綴箇を鳴らしているだ付

んと、年飴幅がぐんと広い。ジ

まちまちだが、共通している

わいを立てている人びとだと

下鉄に也、駅のぬしのようなミ

が居すわっている。

日本の路上は、なぜ、こうも軽くなったの

か。それは、「書を鎗てた」からだ。書を捨て、

知の権威を役げ出して也、若者は自由になら

なかった。代わりに情績が、彼らをからめ取っ

た。情報は同時代に伸びるアンテナだから、厚

みのない緩状態をつくり出す。情報をどのよ

うに捨てるか、これが問題だ。

写真・KAJII

ぷ.2.σσσ 

ノくウハウス

橋爪大三郎

(東京工業大学教授・社会学}

Sn・peet 
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(掲載は原稿到着順)

21世紀ヘ_r夢の学校」
ミレニアム特別企画

悪夢にたち向かう学校

轟轟輔寵躍爵腫輔謀議議韓

大三郎

20世紀がそうであった以上に、 21世紀

は苛酷な世紀となろう。人口爆発、食糧

危機、民族紛争、環境破壊、……。これ

橋爪東京工業大学教授

『
選
択
・
責
任
・
連
帯
の
教

育
改
革
』
(
堤
清
二
、
橋
爪
大

三
郎
編
、
勤
草
書
房
)
は
社
会

経
済
生
産
性
本
部
が
九
九
年
ま

と
め
た
改
革
案
。
特
に
堤
、
橋

爪
氏
と
大
津
真
幸
民
か
参
加
し

‘

た
巻
末
の
対
談
が
示
唆
に
富

む
。
堤
氏
は
年
困
者
が
教
育
を

語
る
と
過
度
に
エ
モ
l
シ
ョ
ナ

ル
に
な
る
、
と
い
い
、
大
津
氏

は
戦
後
、
屈
折
し
た
形
で
与
え

ら
れ
た
理
念
を
も
う
一
度
、
選

び
直
し
、
引
き
受
け
直
す
必
要

性
を
述
べ
て
い
る
口

らの悪夢が、現実となる瀬戸際を歩むの

が21世紀だ。教育の機会(学校)も、ほ
かの資源と同じく、国際的に著しく不平

等に配分されている。先進国が「夢の学

校」を追い求めるだげでは、発展途上国

は地獄に苦しむことになる。

シ20世紹の教育、特に初等・中等教育は、

立派な国民となるための教育に重点を置

いてきた。大学や大I学院の一部が、世界

!を意識した教育を忌ったにすぎない。

これが間違いだったとは言わないが、結

果的に、外国に職を求める可能性は狭め

られてしまった。

EUは、域内の資格を共通にして、ど

の国でも働ける権利を保証しようとして

いる。 21世紀にはこの考え方が、地球大

に拡大する必要がある。その国の国語や

文化を学ぶ、と同時に、国際社会に通用す

る知識や技術を身につける。先進国は、

発展途上国の人び、とに、移住と就職機会

を開く。小中学校からそれに取り組まな

いと、悪夢が現実のものとなってしまう

かもしれない。
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『教職研修8月増刊号学校経営改革の考え方・進め方第2巻校長・教頭の教育戦略と経営力』

平成 12年8月増刊号 p.228・229 教育開発研究所 2000.8.1発行
228 
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ぽ主主義ノ伴~.Jデ

戦後日本社会には，いろいろ批判もある。

ひとつ確かなのは， ["民主主義jをかけがえ

のない財産として，将来の世代に継承してい

かなければならないことである。

では「民主主義」を，学校教育の場で，ど

のようにつぎの世代に伝えるか。

それは教室で「民主主義Jとは何かを教え
ることではない，と思う。

社会科の時間に，主権在民や三権分立の原

則を教えることではない。戦争の惨禍や人権

の大切さを教えたり，差別や環境問題につい

て説明したりすることでもない。まして，政

府に反対することでも核兵器に反対すること

でもない。

クラス委員を選挙したり，生徒会を自分た

ちの手で運営したりすることも，やらないよ

りましかもしれないが，決め手にはならない。

それは，学校の組織・運営のやり方全体を

通じて，じわりじわりと若い世代の人びとに

吸収されていくはずのものである。「民主主

義」とは，知識ではなくて態度，生き方なの

である。

学校の組織・運営と「民主主義jは，どの

ような関係があるか。

近代社会を成り立たせるのは，民主主義

(デモクラシー)と官僚制(ピュロクラシー)

東京工業大学大学院教授

橋爪大三郎

である。

近代社会は，個々人の自己決定を最大限に

尊重する。誰もが，自分のことは自分で決め

る。自分で決められないのは，ほかの人間の

意思決定である。そこで，多数の人間に関わ

ることがらを決めるには，多数の人間の意思

決定を，公正なやり方で合成する手続き，す

なわち「民主主義jが必要になる。およそ公

職と名のつくポストをすべて選挙で選ぼうと

するアメリカのような社会から，それほどで

ない社会までいろいろあるが，大事なことほ

ど投票で決めるのが原則だ。

いっぽう官僚制は，多数の人聞から成り立

つ組織が，効率よく仕事を進めるための仕組

みである。権限と責任，ヒエラルヒー，予算

制度，文書主義，等。学校も近代的な組織で

ある以上，こうした官僚制の枠組みのなかで

動いている。

問題は民主主義と官僚制とが，水と油のよ

うに，まったく異なる原理でできていること

だ。みんなで決める民主主義と， トップが決

める官僚制。官僚制が主流となって，民主主

義が弱ければ， ["権威主義J的な社会になる。
逆に民主主義ばかりで官僚制がなければ，

「アナーキー」な社会となる。民主主義と官

僚制を適切に組み合わせて社会を運営するこ

教職研修 2000/8増刊

「←

vn これからの学校経営に必要な校長の経営カとリーダーシップ 229 

ド. 一一一 1 
とが，近代社会の永遠の課題である。

* 
さで，家族は，民主主義でもなければ官僚

制でもない。家族のなかで，近代社会の仕組

みを学ぶことはできない。そこで，親のもと

を離れ，小学校に入学した児童は，はじめて

社会とは何か，民主主義とは何かを学ぶこと

になる。

デパートの玩具売り場で，ボケモン・カー

ドが欲しいとわめいている子どもを考えてみ

よう。幸見は，よし買ってやろうとか，ダメだ

よとか言うかもしれないが， ["予算がないか

ら買えませんjとは言わない。子どもと親の

あいだに，人間対人間としてのやりとりがあ

る。だから教育(しつけ)ができる。ところ

がえてして学校では，予算がないから，権限

がないから，規則だから，といった応対をし

なければならなくなる。自分で意思決定をす

る人聞が消えている。人聞がそこにい(ると

教職研修 2000/8増刊

感じられ)なければ，教育は成り立たない。

校長や教頭の役割は，学校が官僚制の原理

で運営されていても，なおそこに人間として

の顔，人間としての善意がこもっているのだ

と，人格をもって示すことにある。規則をた

てにとって責任逃れをするかわりに，教育の

原点にたちもどって，人間個人としての判断

を示すこと。彼(女)がトップにいるから大

丈夫だという信頼感が，学校の組織・運営の

やり方を通して，にじみ出る。それを通じて，

近代社会に対する信頼，民主主義に対する信

頼が，若い世代の人びとのあいだに湧いてく

る。こうでなければならない。

そのためにも，校長は官僚組織(いまのよ

うなかたちの教育委員会)の末端で管理され

るのではなく，たとえば，選挙で選ばれた学

校理事会に任命される，というようなかたち

に改めることが望ましい。さもないと，民主

主義は教えられないと，私は言いたい。
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「
教
師
が
叡
知
を
傾
け
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
」

橋
爪
大
三
郎
氏
(
東
京
工
業
大
学
教
授
・
社
会
学
)

-

l

教
育
改
革

に
よ
っ
て
、
文
部

省
の
役
割
は
ど

う
変
え
る
べ
き

で
し
ょ
、
っ
。

「
小
学
校
か

ら
高
校
ま
で
の
教
育
は
地
方
の
主
体
性

が
重
要
で
す
。
国
も
カ
ネ
を
出
し
て
い
ま

す
が
、
文
部
省
は
も
う
口
出
し
す
べ
き
で

あ
り
ま
せ
ん
。
地
方
分
権
で
財
源
も
確

保
す
れ
ば
、
教
育
も
、
地
方
自
治
体
が
主

体
的
に
担
い
、
市
民
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
シ
ス

テ
ム
を
つ
く
る
の
が
い
い
の
で
す
」

「
大
学
で
の
研
究
経
費
は
国
が
負
担
し

て
も
い
い
。
し
か
し
、
国
は
直
接
カ
ネ
を

配
分
し
た
り
、
評
価
し
た
り
し
て
は
い
け

な
い
。
競
争
原
理
を
導
入
し
て
、
成
果
が

出
る
よ
う
に
す
る
。
配
分
も
評
価
も
複

数
の
第
三
者
機
関
に
任
せ
る
べ
き
。
と
も

か
く
、
文
部
省
の
一
元
管
理
が
最
大
の
問

題
な
の
で
す
」

ー
ー
ー地
方
の
主
体
性
は
お
お
い
に
結
構

で
す
が
、
実
際
は
、
小
、
中
学
校
は
市
町

村
立
、
高
校
は
都
道
府
県
立
で
バ
ラ
バ
ラ

で
す
。「
中
高
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
本
来
ひ
と

続
き
の
も
の
で
す
。
現
在
、
学
力
の
低
い

高
校
は
小
、
中
学
校
の
復
習
も
で
き
な
い

状
態
で
、
そ
れ
で
も
生
徒
は
卒
業
で
き
て

し
ま
う
。
一
貫
教
育
で
学
校
差
を
縮
小

で
き
ま
す
。
入
学
試
験
を
や
め
、
学
力
検

一 一一 一・・・・・111&:;11._Im __  _ 
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定
試
験
で
卒
業
を
認
め
る
。
授
業
は
各

校
、
好
き
な
よ
う
に
や
る
。
結
果
が
よ
け

れ
ば
い
い
の
で
す
」

|
|
教
育
に
つ
い
て
の
選
択
の
幅
を
広
げ

る
こ
と
は
必
要
で
す
が
、
今
日
の
高
校
は

広
す
ぎ
ま
す
。

「
個
々
人
の
多
様
性
を
認
め
、
長
所
を

伸
ば
す
選
択
制
が
必
要
で
す
。
で
も
、
社

会
の
効
率
を
考
え
る
と
、
共
通
の
コ
ア

(
核
)
が
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
コ
ア
の

部
分
を
必
要
最
少
限
に
絞
り
込
ん
だ
上

で
、
自
由
な
選
択
と
両
立
さ
せ
る
べ
き

で
す
」「
い
ま
の
高
校
に
は
無
数
の
コ
1
ス
が
あ

り
ま
す
が
、
普
通
科
だ
け
あ
れ
ば
い
い
。

商
業
、
工
業
な
ど
の
専
門
を
高
校
で
教
え

て
も
い
い
で
す
が
、
校
外
の
機
関
や
民
間

企
業
で
学
習
し
た
も
の
を
単
位
認
定
す

る
の
も
一
法
で
す
」

-

1

最
後
に
、
教
育
の
原
点
に
つ
い
て
う

か
が
い
ま
す
。
初
中
等
教
育
の
改
革
に

は
、
「
校
長
中
心
主
義
」
が
重
要
と
思
い

ま
す
。「
学
校
に
は
2
つ
の
要
素
が
あ
り
ま
す
。

l
つ
は
官
僚
制
。
共
通
の
目
標
を
目
指
す

組
織
と
し
て
や
む
を
え
な
い
。
第
2
は、

教
師
が
教
育
者
と
し
て
、
自
分
の
叡
知
を

傾
け
て
子
供
民
教
え
る
。
後
者
が
主
で
、

前
者
が
最
小
限
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
を
可
能
広
す
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る

こ
と
が
最
も
重
要
で
す
」
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だ

ち

に

刊

行

た

乙

と

を

も

っ

て

知

ら

れ

よ

う

。

五

5
七
O
)
は
作
家
。
東
大
卒
。
一

、

さ

れ

、

「

美

と

の

二

人

の

こ

と

は

、

も

は

や

誰

著

書

に

「

仮

面

の

告

白

」

「

潮

一

と

共

同

体

と

の

記

憶

に

も

な

い

か

も

し

れ

ぬ

。

騒

」

「

金

閣

寺

」

「

豊

慢

の

海

」

一

東

大

闘

争

」

し

か

し

、

己

の

二

人

の

二

つ

の

文

な

ど

。

一

と

副

題

さ

れ

章

が

刻

す

隔

た

り

は

、

今

な

お

恩

女

あ

く

た

・

ま

さ

ひ

と

民

は

演

一

た

そ

の

記

録

考

さ

れ

る

べ

き

も

の

だ

と

確

信

す

劇

家

。

東

大

除

籍

。

代

表

作

に

一

私

的

な

記

憶

を

た

ど

っ

て

み

れ

を

手

に

取

る

乙

と

も

し

ば

ら

く

は

る

。

私

は

今

な

お

基

本

的

に

「

ナ

「

浄

め

ら

れ

た

夜

」

「

リ

ボ

ン

一

ば

、

「

東

大

焚

祭

」

と

名

づ

け

ら

な

か

っ

た

は

ず

で

あ

る

。

当

時

か

ン

セ

ン

ス

・

ド

ジ

カ

ル

」

(

も

ち

・

惑

星

・

涙

の

木

」

な

ど

。

二

れ

て

三

島

由

紀

夫

と

東

大

全

共

闘

ら

す

で

に

伝

説

的

な

存

在

で

あ

っ

ろ

ん

、

当

時

の

い

わ

ゆ

る

ノ

ン

セ

九

四

六

(

昭

和

幻

)

年

生

。

一

と
が
駒
場
で
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ッ
た
芥
正
彦
と
三
島
と
の
謎
め
い
た
い
た
運
動
と
、
遠
い
と
こ
ろ
で
つ
さ
せ
る
。
そ
れ
は
、
私
に
と
っ
て
ク
ト
・
ラ
デ
イ
カ
ル
の
パ
ロ
デ
ィ
女
あ
さ
り
・
ま
と
と
氏
は
フ
ラ
一

シ
ョ
ン
を
お
こ
な
っ
た
六
九
年
の
議
論
な
ど
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
な
が
っ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
ゆ
今
な
お
続
い
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
で
あ
る
)
だ
が
、
今
や
『
昭
和
精
神
ン
ス
国
立
東
洋
言
語
文
化
研
究
一

五
月
一
三
日
の
こ
と
は
、
当
時
か
ほ
と
ん
ど
理
解
の
範
囲
を
こ
え
て
え
で
あ
る
。
そ
の
ム
1
ヴ
メ
ン
ト
「
六
八
年
の
革
命
」
と
そ
の
「
恩
史
』
の
著
者
で
も
あ
る
桶
谷
秀
昭
院
助
教
授
・
日
本
近
代
思
想
専
一

ら
ほ
と
ん
ど
関
心
の
外
に
あ
つ
い
た
。
の
人
格
的
な
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
で
も
想
」
を
思
考
す
る
と
と
で
も
あ
る
。
に
対
し
て
さ
え
、
「
三
島
と
少
女
論
攻
。
早
大
大
学
院
修
士
課
程
修
一
『

た
。
そ
の
頃
い
っ
た
い
何
を
し
て
本
書
は
、
三
島
と
の
パ
ネ
ル
デ
あ
っ
た
彦
由
常
宏
(
テ
レ
ビ
・
デ
お
そ
ら
く
、
私
は
三
島
と
い
う
存
と
の
接
点
が
お
そ
ら
く
彼
に
は
理
了
。
共
編
著
に
「
他
者
な
き
思
一
目

い
た
の
か
と
い
え
ば
、
三
田
誠
広
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ

、

解
で
き
な
い
だ
ろ
想
」
な
ど
。
一
九
四
八
(
昭
和
一

担
経
由
民
町
即
位
認
反
時
代
的
な
一
冊
の
刊
行
れ
蕊
設

μ粍
お
さ
む
民
は
東
京
一

に
か
か
わ
る
ム
l
グ

メ

ン

ト

を

、

は

じ

め

と

す

る

イ

ロ

ニ

l
が
l
l

都
港
区
役
所
勤
務
。
東
大
中
退
。
一

三
島
の
高
校
(
旧
制
)
ま
で
の
母
か
つ
て
の
東
大
「
六
八
年
の
革
命
」
を
等
閑
に
付
す
環
境
の
な
か
で
へ
ン
な
言
い
方
だ
一
九
四
七
(
昭
和
包
)
年
生
。
一

校

で

「

画

策

」

(

/

)

し

て

い

た

全

共

闘

の

面

々

が

|

|

ホ

ン

モ

ノ

*

と

さ

か

・

し

ゅ

う

へ

い

氏

は

一

は

ず

で

あ

る

。

と

、

そ

こ

で

傍

経

秀

実

で

あ

る

と

と

は

、

著

述

業

・

予

備

校

講

師

。

東

大

一

そ

れ

ゆ

え

、

そ

の

パ

ネ

ル

デ

ィ

聴

し

て

い

た

今

日

ま

す

ま

す

明

中

退

。

著

書

に

「

現

代

思

想

の

一

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
す
る
全
共
者
、
そ
し
て
後
発
者
と
し
て
そ
れ
ィ
レ
ク
タ
I
、
故
人
)
の
追
憶
文
在
を
媒
介
に
し
て
「
六
八
年
の
思
ち
か
で
あ
る
こ
と
を
疑
わ
な
い
。
ゆ
く
え
」
「
非
在
の
海
」
な
ど
。
一

闘
側
の
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
ら
し
に
深
甚
な
関
心
を
抱
い
て
い
る
者
集
『
駈
げ
る
』
(
非
売
品
)
を
ひ
想
」
を
総
括
し
た
く
な
い
の
で
あ
本
書
の
出
席
者
の
一
人
で
あ
一
九
四
七
(
昭
和
泣
)
年
生
。
一

ぃ
、
安
田
講
堂
「
決
戦
」
(
六
九
た
ち
に
よ
っ
て
成
さ
れ
た
、
三
O
も
と
く
に
、
三
島
と
の
パ
、
不
ル
デ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
り
、
ラ
ク
I
Hラ
バ
ル
ト
の
フ
ァ
食
と
ま
っ
・
よ
し
ひ
己
氏
は
東
一

年
一
月
一
八
、
一
九
日
)
後
の
運
年
後
の
総
括
的
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ヨ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
最
初
に
企
画
な
い
。
シ
ズ
ム
論
『
虚
構
と
し
て
の
政
治
』
京
水
産
大
学
助
教
授
・
科
学
史
一

動
の
「
後
退
」
な
ど
と
い
う
発
想
ン
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
一
読
、
私
し
た
木
村
修
と
、
「
東
大
焚
祭
」
そ
れ
は
、
雑
誌
「
現
代
の
眠
」
の
訳
者
で
も
あ
る
浅
利
誠
も
指
摘
・
生
命
倫
理
学
専
攻
。
「
死
は
一

が
、
全
く
な
か
っ
た
の
だ
。
「
一
の
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
は
い
っ
と
う
の
命
名
者
・
小
阪
修
平
が
、
ぞ
れ
六
九
年
七
月
号
に
一
緒
に
掲
載
さ
す
る
よ
う
に
、
日
本
に
お
い
て
は
共
鳴
す
る
」
な
ど
。
一
九
五
五
一
一

九
六
八
年
の
革
命
」
は
、
私
に
と
に
埋
ま
る
気
配
が
な
い
。
当
時
の
ぞ
れ
一
文
を
寄
せ
て
い
る
の
で
あ
れ
た
、
三
島
的
イ
ロ
ニ
l
を
一
身
「
六
八
年
の
革
命
」
の
問
題
が
等
(
昭
和
初
)
年
生
。
一

つ
て
は
よ
う
や
く
始
ま
っ
た
ば
か
ギ
ャ
ッ
プ
は
い
ま
だ
に
続
い
て
い
っ
た
。
ち
な
み
に
、
彦
由
は
野
口
に
体
現
す
る
か
の
ご
と
き
「
敗
北
聞
に
付
さ
れ
過
ぎ
て
い
る
。
本
書
食
は
し
づ
め
・
だ
い
さ
ぶ
ろ
う
一
一

り
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
ア
ナ
ク
る
の
で
あ
る
。
武
彦
の
小
説
『
洪
水
の
後
』
の
副
の
予
感
」
の
新
木
正
人
と
、
「
ナ
は
そ
の
よ
う
な
環
境
の
な
か
で
刊
氏
は
東
京
工
業
大
学
教
授
・
社
一

ロ
ニ
ズ
ム
ゆ
え
、
「
三
島
四
東
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
書
が
私
主
人
公
等
と
し
て
知
ら
れ
た
。
ン
セ
ン
ス
・
ド
ジ
カ
ル
宣
雪
E
の
行
さ
れ
た
、
反
時
代
的
な
一
冊
に
会
学
専
攻
。
東
大
大
学
院
博
士
一

全
共
闘
」
の
内
容
は
、
新
聞
等
の
に
と
っ
て
興
味
深
い
の
は
、
「
東
で
は
、
今
な
お
埋
め
え
な
い
彼
陸
本
徹
と
が
、
と
も
に
、
彦
由
を
ほ
か
な
ら
な
い
。
(
す
が
・
ひ
で
課
程
修
了
。
著
書
に
「
性
愛
論
」
一
一

ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
報
道
で
灰
聞
大
焚
祭
」
を
企
画
し
た
者
た
ち
が
、
我
の
ギ
ャ
ッ
プ
と
は
何
か
。
本
書
象
徴
的
一
人
格
と
す
る
あ
の
ム
l

み
氏
H
文
芸
評
論
家
)
な
ど
。
一
九
四
八
(
昭
和
泊
)

し
て
は
い
た
が
、
新
潮
社
か
ち
た
先
に
触
れ
た
私
の
「
画
策
」
し
て
は
そ
の
こ
と
を
さ
ま
ざ
ま
に
考
え
ヴ
メ
ン
ト
の
両
極
に
存
在
し
て
い
女
み
し
ま
・
ゆ
き
お
(
一
九
二
年
生
。
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三
島
由
紀
夫
・
芥
正
彦
・
木
村
修
・
小
阪
修

平
・
橋
爪
大
三
郎
・
浅
利
誠
・
小
松
美
彦
著

三
島
由
紀
夫
m東
大
全
共
闘

〈金曜日〉官O月2.7 日2.000年〔平成 12年〕に

権
力
は
、
逆
説
に
満
ち
た
概
念
だ
。

③

あ
る
人
間

(A)
の
意
思
に
よ
っ
て
、
別

-

の
人
間

(B)
の
行
動
が
左
右
さ
れ
る
こ

J
と
。
単
純
な
定
義
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
現

」

象
を
権
力
と
い
う
。
こ
の
定
義
は
人
び
と

党
・
の
常
識
に
即
し
て
い
る
。

ム

と
こ
ろ
が
こ
こ
か
ら
、
い
く
つ
も
の

疑
問
が
う
ま
れ
る
。
な
ぜ
あ
る
人
間
の
意

'
思
が
、
別
の
人
間
の
行
動
を
左
右
で
き
る

の
か
?
あ
る
い
は
な
ぜ
、
人
ぴ
と
は
権

ガ
に
従
う
の
だ
ろ
う
か
?
自
分
の
意
思

と
行
動
は
、
神
経
で
つ
な
が
っ
て
い
る
-

が
、
別
の
人
間
と
は
つ
な
が
っ
て
い
な

い
。
人
間
と
人
間
の
あ
い
だ
に
は
拘
束
が

は
た
ら
い
で
い
る
よ
う
に
み
え
る
の
に
、

そ
の
実
態
は
な
に
か
と
考
え
て
み
る
と
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
だ
。

権
力
を
め
ぐ
る
こ
う
し
た
基
本
的
な

疑
問
を
、
な
る
べ
く
先
の
ほ
う
ま
で
考
え

進
め
よ
う
と
、
こ
の
夏
に
『
言
語
派
社
会

学
の
原
理
』
(
洋
泉
社
)
と
い
う
本
を
白
版

し
た
。
そ
こ
で
述
べ
た
こ
と
を
、
要
約
し

て
紹
介
し
て
み
る
。

明
確
な
権
力
の
概
念
を
も
つ
の
が
、

くる
も
の権
でカ
なは
く合
、意

すに.
べも
てと
暴づ

力
か
ら
派
生
し
た
も
の
だ
。

階
級
国
争
を
終
わ
ら
せ
、
暴

力
の
支
配
を
根
絶
す
る
こ
と

が
、
人
類
の
歴
史
的
使
命
で

あ
る
こ
と
に
な
る
。

近
代
社
会
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

個
々
人
が
自
由
な
意
思
決
定
の
主
体
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
個
人

が
自
分
の
行
動
を
決
定
で
き
な
い
場
合

が
、
権
力
と
し
て
際
立
つ
こ
と
に
な
る
。

近
代
の
古
典
理
論
に
よ
れ

ば
、
権
力
は
合
意
か
ら
派
生
し
、
マ
ル
ク

ス
主
義
に
よ
れ
ば
権
力
は
暴
力
か
ら
派
生

す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
社
会
に
と
っ

て
は
偶
有
的
な
も
の
で
あ
る
。
げ
れ
ど
も

私
は
、
権
力
は
社
会
に
と
っ
て
本
質
的
な

も
の
で
、
偶
有
的
な
事
情
に
よ
っ
て
派
生

近
代
の
古
典
理
論
は
、
人
間
は
結
局

の
と
こ
ろ
、
自
分
の
意
思
に
し
か
拘
束
さ

れ
な
い
と
考
え
る
。
拘
束
に
先
立
つ
自
分

の
意
思
が
、
契
約
で
あ
る
U

社
会
に
権
力

が
あ
る
命
は
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
人
び
と

の
意
思
の
一
致

l
l社
会
契
約
ー
ー
が
あ

る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

い
っ
ぽ
う
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
社
会

契
約
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
か
ら
、
人

ぴ
と
を
拘
束
す
る
す
べ
て
の
権
力
は
正
し

し
た
も
の
で
な
い
と
考
え
る
。
人
間
と
人

聞
の
あ
い
だ
の
関
係
を
規
定
す
る
三
つ
の

基
本
的
な
作
用
l
l言
語
、
性
、
権
力
l
l

の
う
え
に
社
会
現
象
の
全
体
を
基
礎
づ
け

よ
う
と
い
う
試
み
対
J

言
語
派
社
会
学
で

あ
る
。
こ
の
立
場
か
ら
、
ク
ェ

l
パ
ー
や

パ
l
ソ
ン
ズ
や
フ

1
コ
ー
ら
の
権
力
理
論

。

を
検
討
す
る
と
、
従
来
の
議
論
の
転
倒
が

明
ら
か
に
な
る
。
主
体
が
あ
っ
て
、
ぞ
こ

く
な
く
、
存
在
す
べ
き
で
な
い
と
考
え

に
権
力
が
や
っ
て
く
る
の
で
は
な
く
、
権

カ
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
主
体
が
結
晶
す
る

の
だ
。そ

れ
で
は
、
「
そ
こ
に
あ
る
権
力
」
と
は

何
か
。
そ
れ
は
、
ど
の
個
人
に
と
っ
て

も
、
社
会
は
も
う
そ
こ
に
あ
る
と
い
う
宿

命
(
必
然
)
を
出
発
点
と
す
る
。
社
会
は
意

味
や
価
値
に
満
ち
て
い
て
、
そ
れ
を
過
去

か
ら
受
け
つ
ぐ
こ
と
が
、
ど
の
個
人
に

と
っ
て
も
行
為
の
前
提
に
な
っ
て
い
る
。

行
為
の
暗
黙
の
前
提
を
、
状
況
と
よ
ぶ
。

行
為
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
も
、
状
況

に
と
ど
ま
り
続
け
る
部
分
を
、
状
況
の
外

環
と
よ
ぶ
。
状
況
の
外
環
に
端
を
発
し

て
、
人
ぴ
と
の
あ
い
だ
を
不
変
な
か
た
ち

で
貫
く
拘
束
作
用
が
、
権
力
の
実
態
で
あ

る
o
l
l
-私
は
こ
こ
ま
で
、
権
力
に
つ
い

て
の
議
論
を
煮
詰
め
た
。

と
す
れ
ば
、
権
力
は
、
こ
の
社
会
か

ら
排
除
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
権
力
の

性
質
を
理
解
し
、
権
力
を
人
ぴ
と
の
自
由

と
両
立
す
る
か
た
ち
に
制
度
化
し
、
権
力

に
つ
い
て
の
知
識
を
人
ぴ
と
が
わ
け
も
つ

よ
う
に
な
る
こ
と
。
権
力
に
つ
い
て
の
新

し
い
課
題
が
、
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。
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歌手

沖
縄
ア
ク
タ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
で
歌
と
廊
り
を
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
上
京
し
て
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
て
か
ら
の
安

室
奈
美
恵
さ
ん
は
、
時
代
を
全
速
力
で
駆
け
抜
け
て
い

っ
た
。
か
つ
て
の
山
口
百
恵
さ
ん
の
よ
う
に
、
人
び
と

の
心
に
シ
ル
エ
ッ
ト
と
し
て
焼
き
つ
い
て
い
る
。

時
代
も
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
も
、
刻
々
と
前
に
進
ん
で
い

る
の
に
、
経
済
や
吸
治
や
大
人
た
ち
だ
け
が
な
ぜ
停
滞

し
た
ま
ま
な
の
か
。
そ
ん
な
じ
り
じ
り
し
た
卯
年
代
の

感
覚
を
、
彼
女
は
小
気
味
よ
く
シ
ヤ
ウ
ト
し
た
。
ひ
と

こ
ろ
コ
ン
ビ
ニ
で
は
、
安
室
さ
ん
の
歌
ば
か
り
流
れ
て

い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
小
柄
で
童
顔
の
彼
女
の
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
ー
に
、
子
ど
も
か
ら
老
人
ま
で
フ
ァ
ン
層
も

広
が
っ
た
。

m
引
年
叩
月
、
加
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
安
室
さ
ん
が

子
ど
も
か
ら
老
人
ま
で
、
ア
ム
ロ
の
歌
に
熱
狂

ヨ

奈美恵

1.000 

朝臼新聞社

通巻93号『週世坐翌』

安室明
か
り
の
と
も
っ
て
い
る
家
っ
て
い
い
で
す
ね お

め
で
た
結
婚
!
の
ニ
ュ
ー
ス
が
日
本
中
を
駆
け
め

ぐ
っ
た
。
人
気
絶
頂
の
彼
女
の
思
い
切
り
の
よ
さ
に
驚

き
の
声
が
広
が
っ
た
。
結
婚
の
翌
日
、
記
者
会
見
で
の

彼
女
と
夫
の
丸
山
正
温
さ
ん

(
T
R
F
の
メ
ン
バ
ー
、
通

称
S
A
M、
お
歳
)
は
、
幸
せ
そ
う
で
落
ち
着
い
て
い

た
。
安
室
さ
ん
は
歌
手
と
し
て
非
凡
な
だ
け
で
な
く
、

時
代
に
流
さ
れ
な
い
堅
実
な
生
活
態
度
を
そ
な
え
て
い

た
と
み
え
る
。

安
室
さ
ん
の
結
婚
に
、
若
す
ぎ
る
、
も
っ
た
い
な
い

な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。
そ
ん
な
こ
と
よ
り
、
私
は
彼
女

の
決
断
を
立
派
だ
っ
た
と
思
う
。
そ
れ
は
、
妊
娠
が
は

っ
き
り
し
た
時
点
で
、
結
婚
し
て
出
産
と
育
児
に
一
年

間
専
念
す
る
、
仕
事
は
そ
の
閑
休
む
、
と
た
め
ら
わ
ず

に
決
心
し
た
か
ら
だ
。
当
た
り
前
の
よ
う
だ
が
、
過

去
、
売
れ
っ
子
の
独
身
女
性
歌
手
が
、
出
産
の
た
め
に

休
業
し
た
例
は
な
か
っ
た
。
周
囲
の
圧
力
で
心
な
ら
ず

も
出
産
を
あ
き
ら
め
、
歌
手
の
仕
事
を
続
け
た
ケ
1
ス

が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
自
分
の
幸
せ
を
後
回
し

に
す
る
の
が
、
こ
の
業
界
の
お
き
て
だ
っ
た
。

安
室
か
ら
ア
ム
ラ
ー
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

安
室
さ
ん
の
結
婚
は
、
こ
れ
に
風
穴
を
あ
け
る
も
の

だ
。
彼
女
は
も
と
も
と
「
私
か
ら
音
楽
を
と
っ
た
ら
何
も

残
ら
な
い
」
と
言
う
ほ
ど
、
仕
事
に
打
ち
こ
ん
で
い
た
。

そ
の
い
っ
ぽ
う
で
幸
せ
な
塞
挺
を
築
く
こ
と
に
も
「
な
ぜ

か
自
信
だ
け
は
あ
る
」
と
言
う
。
歌
手
と
家
庭
の
幸
せ
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
両
立
さ
せ
る
。
強
い
意
志
と
、
人
一
倍

の
努
力
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
だ
。
人
び
と
は
、

安
室
さ
ん
な
ら
で
き
る
と
声
援
を
送
っ
た
。

安
室
さ
ん
の
行
動
様
式
は
、
よ
い
意
味
で
ア
メ
リ
カ

蔚がロングセラー。最新

作は9月末発売予定の『結

錯しません'.J舗長数土)

這洋子タレント。大飯府

生まれ咽武庫川女子短期大

学卒J新・クイズ日本人の
質問 (NHK)等にレギュラ
ー出演中。『東大で上野千鶴

子にケンカを学ぶJ(筑摩書

言
葉
の
持
つ
カ
に
つ
い
て
言
及
し
て

い
る
の
は
足
跡
む

W
で
の
構
造
主
義
』
。

例
え
ば
「
そ
れ
は
伝
統
で
す
、

一文
化
で

す
」
と
言
わ
れ
た
ら
「
そ
う
か
」
っ
て

因
。
い
が
ち
な
ん
で
す
け
れ

E
も
、
じ
ゃ

あ
伝
統
勺
て
誰
が
作
っ
た
言
葉
な
の

か
、
変
わ
ら
な
い
文
化
つ
で
あ
る
の

か
。
当
た
り
前
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
、
実
際
は
大
変
緩
昧
な
も
の
な
ん
だ

と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
考
え
さ
せ
ら
れ
る

1
冊
で
す
。

的別年
4
月
4
目
、
東
京
ド
l
ム
で
行
わ
れ
た
プ
ロ
野

球
公
式
戦
開
幕
試
合
、
巨
人
・
ヤ
ク
ル
ト
戦
で
始
球

式
。
巨
人
先
発
の
斉
藤
雄
樹
投
手
の
前
で
、
ス
ト
ロ

ボ
が
内
蔵
さ
れ
た
光
る
特
製
ボ
l
ル
を
投
げ
た

的
(
個
人
主
義
的
)
だ
と
言
え
る
。
歌
や
踊
り
だ
け
で
な

く
、
思
い
切
り
の
よ
さ
に
そ
れ
を
感
じ
る
。
安
室
さ
ん

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
追
い
か
け
て
き
た
「
ア
ム
ラ
!
」
た

ち
も
そ
の
よ
う
に
行
動
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

安
室
さ
ん
自
身
も
、
ジ

7
不
ッ
ト
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
や

マ
ラ
イ
ア
・
キ
ャ
リ
ー
を
目
標
に
、
そ
れ
を
追
い
か
け

て
走
っ
て
き
た
。
し
か
し
い
つ
の
間
に
か
、
大
勢
の
ア

ム
ラ
ー
が
現
れ
、
彼
女
が
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

追
わ
れ
る
側
に
な
れ
ば
、
追
い
か
け
る
こ
と
の
空
し
さ

が
わ
か
る
。
時
代
の
頂
点
に
立
っ
た
彼
女
は
、
追
う
/

追
わ
れ
る
と
い
う
ゲ
l
ム
を
や
め
、
自
分
に
立
ち
戻
る

歩
み
を
始
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
長

髪
を
ば
っ
き
り
切
っ
た
の
は
そ
の
サ
イ
ン
。
そ
れ
は
ア

ム
ラ
ー
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
最
大
の
贈
り
物
だ
っ

た

の

で

は

な

い

か

。

(

橋

爪

大

三

郎

)

あむろなみえ
本名同じ。 19刀年9月20日、那覇市生まれ.92'年、ク・ループrスーパーモンキーズJ
の一員としてデビュー.95年、安室奈美恵Withスーパーモンキーズでリリースし
たrTRYMEJが大ヒット.95年7月のrStopthe musicJからソロ活動に入り、
ミリオンヒットを逮発。 96年、史上最年少の19歳3カ月で、 rOon'twanna cry J 
で日本レコード大貨を受貧.翌年rCANYOU CELEBRATE? Jで連続受賞。 97

年結婚、出産のため 1年休養.98年末のNHKの紅白歌合戦で復帰。

安
室
奈
美
恵
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今
日
、
言

語
や
言
説
の

作
用
に
着
目

し
な
が
ら
社

会
現
象
を
分

析
す
る
方
法

は
、
社
会
科

学
の
な
か
で

一
定
の
市
民

権
を
得
て
い

る
が
、
と
の

よ
う
な
状
回
は
、
ニ
・
三
十
年

前
に
は
と
て
も
考
、
え
ち
れ
な
か

っ
た
。
た
し
か
に
、
言
語
が
入

閣
を
特
徴
づ
廿
る
本
質
的
な
要

素
で
あ
る
こ
と
は
、
誰
も
が
知

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
言
語
は
、

あ
ら
ゆ
る
社
会
現
象
に
通
底
す

る
要
素
で
あ
る
ゆ
え
に
、
か
え

っ
て
個
別
の
社
会
現
象
を
分
析

す
る
際
に
は
ほ
と
ん
ど
無
視
さ

れ
て
き
た
。
そ
う
し
た
(
日
本

の
)
学
問
的
状
視
の
な
か
で
、

言
語
の
重
要
性
を
い
ち
早
く
洞

察
し
た
の
が
橋
爪
氏
で
あ
っ

た
。
「
言
語
派
社
会
学
」
の
理

論
は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

橋爪大三郎著

言語派社会学の原理

官官月24日2000年〔平成 12年〕‘ス、M重害

か
た
ち
で
発
表
さ
れ
て
き
た

が
、
乙
と
に
一
つ
の
形
が
与
え

色
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
書

は
、
「
雪
国
一
語
派
社
会
学
」
の
基

本
枠
組
を
提
示
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
「
権

有
泊
二
項
対
立
を
背
景
に
し
て

い
る
が
、
「
一
言
語
派
社
会
学
」

は
、
「
意
味
の
客
観
主
義
」
と

い
う
第
三
の
立
場
に
立
っ
と
と

に
よ
っ
て
、
と
の
方
法
論
的
対

立
を
乗
り
越
-
え
よ
う
と
す
る
。

ζ
と
で
は
、
「
佐
」
「
言
罰
巴

「
権
力
」
が
基
本
概
念
と
し
て

据
え
ら
れ
、
三
つ
の
作
用
を
も

と
に
し
て
、
社
会
空
閣
の
主
要

領
域
で
あ
る
親
族
、
政
治
、
宗

教
、
経
済
、
法
が
捉
え
直
さ
れ

を
も
っ
て
い
る
。
十
九
世
紀
の

西
欧
近
代
社
会
の
な
か
で
誕
生

し
た
社
会
科
学
は
、
認
識
の
客

観
性
や
普
遍
性
を
標
梼
し
て
い

る
が
、
無
意
識
の
う
ち
に
近
代

社
会
の
特
殊
性
を
反
映
し
て
い

基
本
枠
組
を
提
示
す
る

ミ
ク
ロ
と
マ
ク
ロ
の
対
立
を
乗
り
越
え
て

力
」
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で

あ
る
。「
言
語
派
社
会
学
」
は
、
言

語
と
い
う
基
底
的
な
要
素
か
ら

出
発
す
る
だ
廿
に
壮
大
な
構
想

21世紀の思想を探る⑥

言語派社会学とは何か

正

る
。
そ
う
し
た
既
存
の
社
会
科

学
を
根
底
か
ら
闘
い
直
し
、
近

代
社
会
と
の
関
連
を
い
っ
た
ん

断
ち
切
っ
た
う
え
で
新
た
な
社

会
理
論
を
梅
築
し
よ
う
と
い
う

の
が
「
言
語
派
社
会
学
」
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
例
え
ば
、

意
味
を
重
視
す
る
主
観
主
義

と
、
意
味
を
無
視
し
た
客
観
主

義
と
の
方
法
論
的
対
立
は
、
「
個

人
(
ミ
ク
ロ
)
と
社
会
(
マ
ク

ロ
)
」
、
「
意
図
と
因
果
」
等

々
と
い
っ
た
、
近
代
社
会
に
園

大三郎氏橋爪
橋爪大三郎

社会をもっとも根本のところから科学的に考えていこうとすると、さまざまな方法上の

困難がまきおこってくることに気づく。それを筋道立てて解きほぐしていくには、社会に

東京工業大学教授講師

とって普遍的であるもの Csociologicaluniversals)が必要になる。そうしたものの根底

村

俊

之

さ
ま
ざ
ま
な
側
面
方
分
析
さ
れ
議
論
は
、
ぞ
と
か
ら
権
+
人
の
制

て
い
く
。
乙
こ
で
も
、
ミ
ク
ロ
度
へ
と
進
め
ら
れ
て
い
く
が
、

と
マ
ク
ロ
の
対
立
を
乗
り
越
え
そ
の
な
か
で
権
力
を
め
ぐ
る
ア

ょ
う
と
い
う
姿
勢
が
貫
か
れ
て
ポ
リ
ア
の
解
決
が
は
か
ら
れ

い
る
。
権
力
を
め
ぐ
っ
て
は
、
る
。
ミ
ク
ロ
と
マ
ク
ロ
の
ニ
つ

「
強
制
と
自
由
」
「
支
配
と
平
の
レ
ベ
ル
に
ま
た
が
っ
て
い
る

等
」
と
い
う
対
立
か
あ
る
だ
貯
と
こ
ろ
に
乙
そ
、
権
力
の
本
質

で
な
く
、
権
力
の
捉
え
方
に
闘
が
あ
る
と
と
を
考
え
る
な
ら

し
で
も
、
個
人
閣
の
関
係
の
な
ば
、
橋
爪
氏
の
議
論
は
、
今
後

か
で
定
義
さ
れ
た
ミ
ク
ロ
な
権
の
権
力
論
の
震
聞
に
一
石
を
投

力
概
念
と
、
全
体
秩
序
と
の
関
ず
る
も
の
と
な
ろ
う
。

連
の
な
か
で
定
義
さ
れ
た
マ
ク
現
代
社
会
は
あ
ま
り
に
複
雑

ロ
な
権
力
概
念
と
の
対
立
が
あ
で
あ
る
た
め
に
、
現
代
社
会
を

る
。
近
年
、
ミ
タ
ロ
な
権
力
概
理
論
化
す
る
と
と
は
難
し
い

念
に
立
脚
し
た
権
力
論
が
理
論
が
、
そ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て

的
な
精
級
化
を
と
げ
て
き
た
既
成
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
る

が
、
橋
爪
氏
は
、
ミ
ク
ロ
な
権
と
と
な
く
、
新
し
い
社
会
理
論

力
論
の
限
界
を
突
破
し
よ
う
と
の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
点

す
る
。
権
力
者
が
被
権
力
者
に
で
、
本
曹
は
「
志
の
高
い
」
作

権
力
を
及
ぼ
す
と
き
、
権
力
は
、
晶
と
い
え
る
。
(
ま
さ
む
ら
・

と
し
ゆ
き
氏
H
東
北
大
学
教
授

.
理
論
社
会
学
専
攻
)

*
は
し
づ
め
・
だ
い
さ
ぶ
ろ

う
民
は
東
京
工
業
大
学
教
授

・
社
会
学
専
攻
。
東
大
大
学

院
博
士
課
程
修
了
。
著
書
に
、

「
言
語
ゲ
l
ム
と
社
会
理
論
」

「
は
じ
め
て
の
構
造
主
義
」

「
橋
爪
大
三
郎
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
(
I
3
E
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『ポピュラー音楽研究』

日本ポピュラー音楽学会園田回目回目園田園園
ここに、 fポピュラー音楽研究J第3号をお届けする。

本学会が旗揚げした当時、ポピュラー音楽の研究はまだほとんど認知されてお

らず、 会員のなかで大学などに職をえている者もわずかだ、った。以来、少しずつ

社会の理解もえられるようになり、専門にこの道を志す若い世代の人びとも増え

てきた。本学会がこの雑誌を創刊したのも、ポピュラー音楽研究の分野での意欲

的な研究成果を、社会に還元するためのパイプを持ちたいという、会員の熱意の

表れだ、った。

とは言え、事務や編集の態勢を含め、この学会がまだまだ発展途上であること

は否めない。ボランティア・ベースでことを進めているため、本号も予定よりか

なり遅れて、読者の手元に届くことになった。お詫び申し上げるとともに、今後

ますます活発に研究が行なわれ、より多くの論文が本誌に投稿されることを望ん

2001.1.1'通巻1891『出版ニュース]2001年1月号出版ニュース社

でやまない。

(橋爪大三郎/理事・会長)
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